
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
、
丁
度
明
治
、
大
正
の
美
術
界
を
代
表
す
る
人

⑫

建
畠
大
夢
死
去

大
正
九
年
以
来
本
校
彫
刻
科
塑
造
部
教
授
と
し
て
指
消
に
あ
た
っ
た
帝
国
芸

術
院
会
員
の
建
畠
大
夢
は
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
二
日
、
日
暮
里
渡
辺
町
の
自

宅
で
肺
気
腫
の
た
め
死
去
し
た
。
前
年
に
門
下
生
と
と
も
に
直
土
会
を
結
成
し

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
彫
刻
界
の
元
老
と
し
て
官
展
に
重
き
を
な
し
、
餘

技
と
し
て
俳
句
を
能
く
し
た
風
流
人
で
も
あ
っ
た
。
告
別
式
は

二
十
五
日
に
滝

野
川
区
田
端
町
興
楽
寺
で
行
わ
れ
た
。

⑬

岡
田
三
郎
助
記
念
像

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
九
日
、
校
庭
で
故
岡
田
三
郎
助
記
念
像
除
硲
式
が
行

わ
れ
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
田
辺
至
（
浮
彫
り

制
作
者
）
と
朝
倉
文
夫
（
監
修
者
）
で
あ
っ
た
。
同
十
六
年

一
月
二
十
六
日
付

『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
建
設
計
画
段
階
の
状
況
が
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て

い
る
。

恩
師
の
レ
リ
ー
フ

美
校
内
に
岡
田
三
郎
助
盪
伯
の
像
美
術
界
総
動
員
で
計
證

上
野
の
東
京
美
術
學
校
々
庭
に
は
同
校
と
深
い
関
係
の
あ
っ
た
物
故
赦
授
の

人
、
我
が
現
代
美
術
育
て
の
親
を
網
羅
し
て
ゐ
る
か
の
様
に
岡
倉
天
心
、
高

〔西〕

村
光
裳
、
竹
内
久
一

、
石
川
光
明
、
大
村
青
崖
、
黒
田
清
輝
、
橘
本
雅
邦
、

寺
崎
廣
業
、
川
端
玉
章
、
久
米
桂
一
郎
、
海
野
美
盛
、
海
野
勝
瑕
諸
大
家
在

り
し
日
の
姿
が
青
年
美
術
家
を
じ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
る
、
こ
の
胸
像
群
の
中

へ
去
る
昭
和
十
四
年
世
を
去
っ
た
故
岡
田
一
一一
郎
助
盟
伯
の
像
が
近
く
門
弟
、

関
係
者
の
熱
愁
で
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
然
も
”
洋
盟
界
の
大
先
輩
の

記
念
像
は
洋
盟
家
の
手
で
＂
と
云
ふ
全
く
新
し
い
試
み
の
下
に
計
盟
が
進
め

ら
れ
て
ゐ
る

故
岡
田
盟
伯
と
美
校
と
の
閥
係
は
、
明
治
二
十
九
年
以
来
世
を
去
る
ま
で
四

十
敷
年
間
の
数
鞭
生
活
で
も
知
れ
る
極
め
て
深
い
も
の
、
そ
の
間
現
洋
聾
壇

に
名
を
列
ら
ね
る
盟
家
逹
の
大
多
敷
は
岡
田
粛
伯
の
警
咳
に
接
し
て
ゐ
る
、

そ
こ
で
こ
の
記
念
像
建
設
計
盟
も
藤
島
武
二
、
和
田
英
作
、
和
田
三
造
、
中

澤
弘
光
、
南
薫
造
、
辻
永
、
田
邊
至
、
太
田
三
郎
、
中
村
研
一

、
北
蓮
蔵
諸

益
伯
を
初
め
十
敷
氏
の
宜
行
委
員
以
下
焚
企
人
は
百
敷
十
氏
に
上
る
美
術
界

恕
動
員
で
あ
る

か
く
て
来
る
四
月
、
美
校
内
に
事
務
所
を
お
い
て
愈
建
設
に
着
手
し
て
本
年

内
に
除
硲
式
を
行
ふ
豫
定
だ
が
、
時
節
柄
多
最
の
銅
を
要
す
る
胸
像
は
止
め

レ
リ
ー
フ

て
故
霊
伯
も
好
ん
で
ゐ
た
上
、
時
に
は
自
ら
制
作
も
し
た
薄
肉
彫
と
し
、
四

行
委
員
中
の
一
ア
ト
リ
エ
を
中
心
に
し
て
制
作
、
更
に
深
い
閥
係
の
あ
っ
た

洋
霊
家
逹
が
全
員
協
力
し
て
、

一
指
宛
で
も
恩
師
の
像
を
作
る
手
と
な
っ
て

完
成
さ
せ
た
い
と
の
意
見
が
有
力
に
な
つ
て
来
た
の
で
、
美
術
界
初
め
て
の

美
し
い
試
み
が
岡
田
霊
伯
の
記
念
像
を
完
成
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
は

除
幕
式
当
日
、
建
設
委
員
会
総
代
辻
永
か
ら
本
校
へ
右
記
念
像
が
寄
贈
さ
れ

こ
。

t
 ⑭

西
田
正
秋
の
海
外
出
張

昭
和
十
七
年
夏
、
助
教
授
西
田
正
秋
は
中
華
民
国
そ
の
他
へ
の
出
張
を
願
い

れ
て
ゐ
る
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出
て
許
可
さ
れ
た
。
左
記
は
そ
の
関
連
文
書
（
「郷
細
叶
四
笠
職
員
関
係
書
類
」）
よ
り

の
抜
粋
で
あ
る
。

御

願

私

儀

今
回
文
部
省
精
神
科
学
研
究
奨
勘
金
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
本
校
ノ
命
ニ
ョ
リ
来
ル

七
月
一
日
ョ
リ
九
月
柑
日
マ
デ
三
ヶ
月
間
北
支
、
蒙
弧
、
満
鮮
方
面
ノ
古
美

術
研
究
調
査
二
出
張
致
ス
事
卜
相
成
申
候
ニ
ソ
イ
テ
ハ
左
ノ
件
御
許
可
ノ
上

然
ル
ベ
ク
御
取
計
ヒ
賜
リ
度
此
段
御
願
申
候
也

一
、
補
助
員
二
名
同
行
ノ
件

昭
和
十
六
年
三
月
本
校
木
彫
部
卒
業

一
現
在
工
藝
技
術
講
習
所
生

各
務
満

石
塚
軍
治
｛
現
在
本
校
塑
造
部
四
年
生

一
、
右
出
張
研
究
二
必
要
ナ
ル
証
明
書
御
下
附
ノ
件

甲
、
実
地
研
究
二
必
要
ナ
ル
証
明
書
三
通

（
右
ハ
各
自
一
通
宛
最
後
マ
デ
所
持
ス
ル
モ
ノ
）

第20洞前にて昭和17年 後列 2人の

うち右西田正秋、左石塚軍治、中列右

より 1人おいて各務満、 2人おいて水

野清一、 1人おいて李香蘭、 1人おい

てその妹、 1人おいて大同炭鉱総務部

長、兵士は北支泉5310部隊員

（各務満氏提供）

出
張
研
究
ニ
ッ
キ
便
宜
供
与
ノ
依
頼
状
御
発
送
賜
リ
度
諸
官
罷
宛
名

正
秋

（
右
ノ
宛
名
ハ
一
々
別
紙
御
報
告
ス
）

昭
和
十
七
年
六
月
一
日

東
京
美
術
學
校
長
澤
田
源

一
殿

一
、
輿
亜
院
文
化
部
第
二
課

麹
町
区
隼
町
一

三

二
、
陸
軍
大
本
営
報
道
部
（
黒
田
千
吉
郎
中
尉
）

麹
町
区
永
田
町

三
、
蒙
古
政
府
駐
日
代
表
部

麻
布
区
廣
尾
町
一
四

四
、
大
同
石
佛
保
存
協
賛
会

蒙
温
大
同
晉
北
政
鹿
内

五
、
医
博
吉
田
琉
也
（
新
民
会
中
央
穂
会
専
門
委
員
、
北
支
派
遣
軍
司

令
部
闊
託
）
自
宅
北
支
北
京
西
域
豊
盛
胡
同
十
号
労
門

六
、
興
亜
院
文
化
部

蒙
彊
張
家
ロ

七
、
蒙
古
政
府

以
上

助
教
授

西
田

乙
、
旅
行
事
務
二
必
要
ナ
ル
証
明
書
五
十
通

（
右
ハ
必
要
二
応
ジ
各
官
罷
等
二
提
出
ス
ル
モ
ノ
。
提
出
先
ハ

帰
京
後
全
部
御
報
告
ス
）

一
、
右
出
張
研
究
ニ
ッ
キ
便
宜
供
与
ノ
依
頼
状
御
発
送
賜
リ
度
件
通

西
田
正
秋
〔
印
〕
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携
行
品
證
明
書
（
案
）

東
京
美
術
學
校
助
数
授

補
助
員

補
助
員

各
務

石
塚

西
田

二
〇
、
興
亜
院
華
北
連
絡
部

北
支
、
北
京
内
三
区
倉
南
胡
同
一
号

追
加

蒙
彊
張
家
口

八
、
大
同
大
日
本
帝
国
領
事
館
（
領
事
）

蒙
弧
大
同

九
、
北
支
派
遣
泉
第
五
三
一

0
部
隊
副
官
稲
毛
誤
中
佐

1
0、
蒙
彊
大
同
晉
北
政
顧
次
長
森
井
雄
次
郎

―
-
、
満
洲
国
奉
天
市
国
立
博
物
館
長
尊
田
是

ご
一
、
満
洲
国
熱
河
省
承
徳
満
洲
第
八
八
一
部
隊

―――-
、
満
洲
国
熱
河
省
承
徳
重
修
工
務
所
伊
東
裕
信

一
四
、
関
東
州
旅
順
博
物
館

一
五
、
朝
鮮
京
城
府
穂
督
府
博
物
館

一
六
、

II

李
王
家
博
物
館

一
七、

瑯
尚
北
道
慶
州
郡
炭
州
面

総
督
博
物
館
分
館
大
坂
金
太
郎

一
八
、
平
壌
博
物
館
長

小
泉
顕
夫

一
九
、
京
都
市
左
京
区
北
白
川
小
倉
町
五
〇

東
方
文
化
研
究
所

（
水
野
清
一
）

軍
治

正
秋渦

務
氏
と
石
塚
（
の
ち
安
藤
と
改
姓
）
軍
治
を
伴
い
、
公
務
と
し
て
の
出
張
で
あ

右
者
今
般
學
術
研
究
ノ
為
出
張
ヲ
命
、
ン
タ
ル
ニ
付
ソ
ノ
研
究
調
査
二

必
要
ナ

ル
諸
器
具
及
材
料
ト
シ
テ
左
記
ノ
物
品
ヲ
携
行
七
｀
ン
メ
タ
ル
コ
ト
ヲ
證
明
ス

一
、
｛島
員
機
一

豪

（
ウ
ェ
ル
タ
ー
。
ヘ
ル
レ
、
ブ
ロ
ー
ニ
ー
型
、
レ
ソ
ズ
六

三）

一
、
同
フ
ィ

ル
ム
プ
ロ
ー
ニ

ー
判

一
、
石
秤
像
採
取
材
料
及
用
具
一
式

一
、
拓
本
採
取
材
料
及
用
具
一
式

一
、
測
定
用
具
一
式

一
、
寓
生
用
材
料
及
用
具
一
式

一
、
其
他
研
究
調
査
用
材
料
及
用
具
一
式
（
モ
デ
リ
ン
グ
コ
ン
パ
ウ
ソ

ド
、
解
剖
器
具
其
他
）

昭
和
十
七
年
七
月
二
日

東
京
美
術
學
校
長

一
行
に
加
わ
っ
た
各
務
満
氏
に
、
紺
者
は
次
の
よ
う
な
話
を
伺
っ
た
（
平
成

六
年
四
月
）
。

西
田
正
秋
は
雲
禍
石
窟
彫
刻
の
様
式
の
変
造
に
つ
い
て
独
自
の
研
究
を
意
図

し
て
い
た
模
様
で
、
昭
和
十
六
、
十
七
、
十
八
年
と
一
二
回
雲
巌
に
赴
い
た
。
第

一
回
目
は
友
人
二
人
と、

第
三
回
目
は
単
身
で
出
掛
け
た
が
、
第
二
回
目
は
各

っ
た
。
第
二
回
目
の
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
治
安
も
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た

が
、
第
三
回
目
の
と
き
は
相
当
困
難
な
旅
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

十
七
年
夏
、
西
田
隊
三
名
は
先
ず
北
京
へ
行
き
、
医
師
で
民
芸
研
究
家
の
吉

田
琉
也
の
も
と
に
四
、
五
日
滞
在
し
て
か
ら
列
車
で
大
同
へ
向
か
っ
た
。
大
同

四
十
五
本

澤

田

源
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に
は
西
田
が
前
年
利
用
し
た
曹
洞
宗
の
寺
（
当
時
住
職
松
井
絶
巌
）
が
あ
り
、

こ
こ
に
寄
寓
し
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
で
雲
協
へ
行
っ
た
。

雲
糊
石
窟
の
あ
た
り
は
、
地
方
軍
閥
が
行
き
来
し
た
り
対
戦
が
あ
っ
た
り

し
、
ま
た
、
住
民
が
石
窟
の
な
か
で
豚
や
賂
を
飼
っ
て
い
た
り
し
た
た
め
荒
れ

放
題
だ
っ
た
が
、
十
七
年
当
時
は
大
同
の
泉
五
三
一
〇
部
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た

守
備
隊
（
福
田
隊
）
が
駐
屯
し
て
軍
事
上
の
警
備
と
文
化
財
保
護
に
あ
た
っ
て

い
た
。
「
：
・
…
こ
こ
に
あ
る
も
の
を
一
木
一
草
た
り
と
も
持
ち
出
す
者
は
銃
殺

に
処
す
」
云
々
と
い
う
厳
め
し
い
看
板
が
建
て
ら
れ
、
一
般
の
立
ち
入
り
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
守
備
隊
は
十
二
名
く
ら
い
い
て
、
そ
の
警
備
の
も

と
に
水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
の
率
い
る
東
方
文
化
研
究
所
の
調
査
隊
十
数
名
が

調
査
を
続
け
て
い
た
。
そ
こ
へ
西
田
隊
が
到
着
し
た
わ
け
で
あ
る
。

守
備
隊
は
石
窟
近
く
の
民
家
数
軒
を
宿
所
と
し
、
夜
間
は
そ
の
回
り
を
移
動

式
の
鉄
条
網
で
囲
ん
で
二
頭
の
大
き
な
軍
用
犬
に
番
を
さ
せ
て
い
た
。
西
田
隊

は
そ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
僅
か
二
間
の
民
家
を
宿
所
と
し

た
。
夜
問
は
一
応
守
備
隊
の
詈
備
に
守
ら
れ
て
休
ん
だ
わ
け
だ
が
、
守
備
隊
宿

所
に
用
足
し
に
行
く
と
猜
猛
な
犬
が
吠
え
か
か
る
の
で
、
こ
れ
に
は
閉
口
し

た
。
戦
況
は
緊
迫
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
西
田
隊
が
滞
在
し
た
約

一
カ
月

の
間
、
守
備
隊
が
出
動
（
た
だ
し
二
、
三
名
）
し
た
の
は
た
っ
た
一
度
だ
け

で
、
概
ね
平
穏
で
あ
っ
た
。

か
く
て
西
田
隊
は
、
東
方
文
化
研
究
所
調
査
隊
が
作
業
を
す
る
傍
ら
で
毎
日

石
窟
の
仏
像
の
型
を
と
っ
た
り
写
真
撮
影
を
し
た
り
し
た
。
各
務
氏
は
水
野
精

一
の
精
力
的
な
仕
事
ぶ
り
に
感
動
し
た
と
い
う
。
型
を
取
る
に
は
日
本
か
ら
持

っ
て
行
っ
た
モ
デ
リ
ソ

グ

・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
を
用
い
た
。
こ
れ
は
歯
医
者
が
歯

の
型
を
取
る
の
に
使
っ
て
い
る
も
の
で
、

湯
で
温
め
て
は
像
に
押
し
つ
け
る
。

出
来
た
型
は
大
同
の
寺
に
運
ん
で
、
そ
の
庫
裡
で
石
〖打
像
に
す
る
の
で
あ
っ

た
。
石
窟
の
高
い
と
こ
ろ
は
調
壺
隊
の
組
ん
だ
櫓
を
利
用
さ
せ
て
貰
い
、
普
通

は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の
像
も
型
取
り
し
た
。
十
八
洞
の
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
骨

マ
ハ
ー
カ

ジ
ャ
ー
・
ハ

格
が
特
徴
的
な
大
迦
葉
の
首
に
は

一
番
時
間
を
か
け
た
。
多
数
の
石
秤
像
が

出
来
た
が
、
東
京
芸
大
の
図
書
館
に
掛
け
て
あ
る
美
し
い
仏
像
の
顛
（
第
十
九

洞
東
脇
洞
菩
薩
頭
部
）
も
そ
の
中
の

―つ

で
あ
る
。

そ
の
年
は
例
年
に
な
く
雨
が
多
く
、

草
木
は
繁
茂
し
、
珍
し
い
動
植
物
に
目

を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一

行
が
滞
在
中
に
い
ろ
い
ろ
の
学
者
が
同
地
を

訪
れ
た
が
、
福
田
平
八
郎
、
杉
山
寧
、
哺
田
正
夫
ら
画
家
た
ち
の
来
訪
も
あ
っ

た
。
あ
る
と
き
は
李
香
蘭
が
慰
問
に
来
て
、
皆
と
記
念
撮
影
し
た
。

石
窟
の
調
査
を
一
応
終
え
た
と
き
、
西
田
は
家
人
の
病
気
で
急
速
怖
国
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
残
っ
た
各
務
氏
と
石
塚
は
計
画
ど
お
り
旅
行
を
続
け
る
こ
と

に
な
り
、
先
ず
熱
河
省
の
承
徳
へ
行
っ
た
。
こ

こ
に
は
伊
東
忠
太
の
息
子
で
ラ

マ
教
寺
院
の
研
究
を
し
て
い
た
伊
東
裕
信
が
お
り
、
各
務
氏
ら
は
ラ

マ
寺
を
見

学
し
た
。
そ
れ
か
ら
奉
天
へ
行
き
、
博
物
館
で
先
輩
の
上
原
之
節
に
会
っ
た
。

博
物
館
に
は
羅
振
玉
の
息
子
が
お
り
、
上
原
は
そ
の

。ハ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
実
権

を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
旅
順
、
平
嬢
の
博
物
館
へ
も
行
っ
た
。
や
が
て
石
塚

も
病
気
で
先
き
に
帰
国
し
、
各
務
氏
は
一
人
で
旅
行
を
続
け
、
十
七
年
十
一
月

末
に
帰
国
。
西
田
助
教
授
に
資
料
を
提
出
し
、
委
細
の
報
告
を
了
え
た
。

西
田
は
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

「
雲
岡
の
巨
像
群
」
と
し
て
『
生
活
美
術
』
第
三
巻
第
一
号
（
昭
和
十
八
年

一

月
）
に
発
表
し
た
の
み
で
、
資
料
の
殆
ど
を
厖
大
な
書
籍
も
ろ
と
も
戦
災
で
失

こ
。

キ
i

っ

一
部
を
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